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(1) 調査の目的 

 

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 ○以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

(2)  調査の対象 

  

 小学校６年生、中学校３年生 

 

(3) 調査の内容 

 

① 教科に関する調査（国語、算数・数学、英語） 

  ・小学校調査：国語及び算数 

  ・中学校調査：国語、数学及び英語 

 

 ②質問紙調査 

  ・児童生徒に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

(4)  調査の方式 

 

悉皆調査 

 

(5)  調査期日 

 

平成３１年４月１８日(木) 

 

(6)  調査を実施した学校・児童生徒数 

 

 対象学校数 学校数（実施率） 児童生徒数 

小学校 １０校 １０校（１００％） ３５０人 

中学校 ６校 ６校（１００％） ３７９人 
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１ 概要について 

 

 

 

(1) 全国比較について 

小・中学校ともに、国語、算数・数学、英語の全てで全国平均を上回っ

ています。 

 

(2) 秋田県比較について 

小・中学校ともに，国語、算数・数学、英語の全てで秋田県平均を上回

っています。 

 

(3) 小学校６年生平均正答率（％）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) 中学校３年生平均正答率（％） 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

小・中学校とも良好な状況です 
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１ 小学校国語について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 領域別平均正答率の結果について 

 

 

 

全ての領域で全国平均、秋田県平均ともに上回っています。 

 

(2) 設問別平均正答率の結果と課題等について 

全１４問中、全てにおいて全国及び秋田県平均を上回っています。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての領域において良好な状況です 

※言語事項→伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 学年別漢字配当表に示され

ている漢字を文の中で正しく

使うことができるどうかをみ

る問題では、全国及び秋田県平

均を大きく上回りました。 

【設問１四(１)ア】 

目的や意図に応じて、自分の

考えの理由を明確にし、まとめ

て書くことができるかどうかを

みる問題    【設問１三】 

0

50

100

話す・聞く 書く 読む 言語事項

能代市

秋田県

全国

指導に当たっては、①事実と感想、意見など

とを区別して書くことができるようにするた

めに「事実を客観的に」「文末表現に注意して」

書くなど、事実と考えとを区別して書くように

することが大切です。 

また、②自分の考えを支える理由や事例を明

確にすることができるようにするために、「調

べた目的」と「調べた結果に基づく自分の考え」

とにずれがないよう、自分の考えを確かめなが

ら書くようにすることも大切です。 

 

対策…平成 31 年度（令和元年度）全国学力調

査報告書の学習活動例の活用 

・本問題の【報告する文章】の構成例（P31） 

・【報告する文章】を書く学習活動例 

（P32～P33） 

平均正答率（％） 
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１ 小学校算数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 領域別平均正答率の結果について 

 

 

 

全ての領域で全国平均、秋田県平均ともに上回っています。 

 

(2) 設問別平均正答率の結果と課題等について 

全１４問中、１２問が全国及び秋田県平均を上回っています。 

 

                        

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

全ての領域において良好な状況です 

示された計算の仕方を解釈

し、減法の場合を基に、除法に

関して成り立つ性質を言葉を

用いて記述できるどうかをみ

る問題    【設問３(２)】 

 

 

  

   

  

   

  この問題は、円周率を求める式「円

周の長さ÷直径の長さ」を答える問題

です。 

円周率について学習する際に、作業

的・体験的な活動を取り入れ、円周率

が円周の直径に対する割合であること

を意識させましょう。 

参照…H30 文部科学省報告書 

   小学校算数 P５２～５５ 

 

 加法と乗法の混合した整数と

小数の計算をすることができる

かどうかをみる問題では、全国

平均を大きく上回りました。  

  【設問２(４)】        
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数と計算 量と測定 図形 数量関係

能代市

秋田県

全国

指導に当たっては、商が同じになるいくつ

かの除法の式を基に、除法について成り立つ

性質を見いだし表現する活動が大切です。被

除数と除数や商について、適用する数の範囲

を広げていきながら、見いだした性質が他の

数値の場合でも成り立つかどうかを確かめる

ことができるようにすることも大切です。 

 

対策…本問題と関連する問題の活用 

・平成 28 年度全国学力調査問題【Ａ１(２)】

「２．１÷０．７を、除数が整数になるよ 

うに工夫して計算するとき、ふさわしい数

値の組み合わせを書く」 

・平成 29 年度全国学力調査問題【Ａ１(３)】

「６０×０．４を、６０×４を基にして考

えるときの正しい積の求め方を選ぶ」 

 

 

平均正答率（％） 
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１ 中学校国語について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 領域別平均正答率の結果について 

 

 

 

全ての領域で全国平均、秋田県平均ともに上回っています。 

 

(2) 設問別平均正答率の結果と課題等について 

全１０問中、９問が全国及び秋田県平均を上回っています。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての領域において良好な状況です 

語の一部を省いた表現につ
いて、話や文章の中での適切な
活用の仕方を理解しているか
どうかをみる問題 【設問４】 

  

   

 文を書く際に、文の成分の順序
や主語と述語の照応などを整え、
伝えたいことが相手に適切に伝
わるように書くことができてい
るかを常に吟味するように指導
することが大切です。 
 

参照…H30 文部科学省報告書 

    中学校国語 P５９～６１ 

 

   

※言語事項→伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

話合いの話題や方向を捉え
ることができるかどうかをみ
る問題では、全国平均を大き
く上回りました。 

【設問２一】 

0

50

100

話す・聞く 書く 読む 言語事項

能代市

秋田県

全国

指導に当たっては、語の一部を省いた表現をは

じめとする事象や行為などを表す様々な語句の

目的や場面に応じた用いた方やその語句を用い

る際に必要な配慮等について話し合う学習活動

が大切です。具体的には本調査問題１「全国中学

生新聞」では「インターネット」と表現している

ことにふれ、「ネット」と表現する理由について、

具体的な場面や状況に基づいて考えるようする

ことが大切です。 

 

対策…全国学力調査授業アイディア例の活用 

・平成 29 年度全国学力調査【Ａ９五】から 

「自分が使ってみたい語句についてスピーチ」 

・平成 30 年度全国学力調査【Ａ８三】から 

「自分だけの『語彙手帳』を基に言葉を使いこ 

なそう」 

平均正答率（％） 
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１ 中学校数学について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 領域別平均正答率の結果について 

 

 

  

全ての領域で全国平均、秋田県平均ともに上回っています。 

 

(2) 設問別平均正答率の結果と課題等について 

全１６問中、１４問が全国及び秋田県平均を上回っています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての領域において良好な状況です 

  

   

具体的な事象の中から２つの数量を

取り出し、それらの変化や対応の様子

を調べることを通して、２つの数量の

関係が一次関数であるかどうかを判断

する学習が大切です。 

式に表すことが困難な児童には、具

体的な数値で表を作ったりする活動な

どを取り入れることが考えられます。 

参照…H30 文部科学省報告書 

    中学校数学 P82～83 

連立二元一次方程式を用いて具
体的な問題を解決する場面におい
て必要となる、次のことができる
かどうかをみる問題【設問２】 
・連立二元一次方程式を方針に基
づいて解くこと 

・簡単な連立二元一次方程式を解
くこと 

反例の意味を理解しているか
どうかをみる問題では、全国平均
を大きく上回りました。  

【設問７(２)】 
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数と式 図形 関数 資料の活用

能代市

秋田県

全国

指導に当たっては、一元一次方程式に帰着

させる考え方を確認した上で、加減法や代入

法の解き方を理解できるようにすることが

大切です。解いて得られた値が解であるかど

うかを確かめたり，誤って変形した例を提示

し、その誤りを修正したりする場面を設定す

ることも大切です。 

 

対策…本問題と関連する問題の活用 

・平成 27年度全国学力調査問題【Ａ３(４)】

４x＋２ｙ＝５ 

ｘ＋ｙ＝２ 

・平成 29年度全国学力調査問題【Ａ３(４)】

ｘ＋ｙ＝５ 

    ＋ ＝１ 

平均正答率（％） 
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１ 中学校英語について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 領域別平均正答率の結果について 

 

 

 

「話すこと」を除く全ての領域で全国平均、秋田県平均ともに上回っています。 

 

(2) 設問別平均正答率の結果と課題等について 

全２１問中、１７問が全国及び秋田県平均を上回っています。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話すこと」を除く全ての領域において良好な状況です 

一般動詞の１人称複数過去時

制の肯定文を正確に書くことが

できるかどうかをみる問題    

【設問９(２)②】 

  

   

日常的な話題について、簡単
な文で書かれたものの内容を
正確に読み取ることができる
かどうかをみる問題では、全国
平均を大きく上回りました。 

【設問５(３)】           
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「I stay」や「We stay」など、会話の流れ

から過去時制を判断できない、また「stay」

「stayed」など、主語と動詞の文構造で書く

ことができていないための誤答が多く見られ

ました。指導に当たっては、一文のみを提示し、

動詞の形等を変えさせるのではなく、文脈から

正しい文の形や時制を考える活動が大切です。 

 

対策…平成 24 年度「特定の課題に関する調査

（英語「書くこと」)調査結果(中学校)」

の活用Ｐ17、Ｐ21、Ｐ36・37 

(例) ｢適切な文の形式を判断させる指導｣Ｐ17 

 

 

平均正答率（％） 
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（１） 国語、算数・数学、英語に対する関心・意欲・態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 学習状況 

 

 

 

 

 

 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

各教科に対する関心や意欲が高い児童生徒の割合が全国平均と比べて多い 

 

 小学校の国語、算数、中学校の国語、数学、英語ともに、全国平

均を上回っています。また、「授業がよく分かりますか」についても、

それぞれ全国平均を上回っています。 

 小・中学校ともに、全国平均を上回っています。各教科において
秋田の探究型授業が実践され、児童生徒一人一人に応じた質の高い
学びが展開されている姿がうかがえます。 
 

・授業の中で、自分で考える活動が大切にされている 

・自分の考えを深めたり、広げたりするための話合い活動が 

効果的に行われている 

 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

課題の解決に向けて、自分で考え、自ら取り組んで
いたと思いますか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫し
て発表していたと思いますか。 

算数・数学の勉強は好きですか 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

国語の勉強は好きですか 

能代市

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

英語の勉強は好きですか 
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（１）生活習慣          （２）家庭でのコミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

小・中学校ともに、主体的に家庭学習に取り組むなど、各家庭の協力の下、望

ましい家庭学習習慣が定着していると考えられます。 

 

・家で、計画を立てて勉強する児童生徒が多い 

・学校の授業時間以外にも進んで勉強している 

 

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、

１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか。 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

 

小学校は３０分以上、中学校は１時間以上と答えた割合（％） 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

 小・中学校ともに、家庭での生活リズムが整えられ、各家庭において望ましい
生活習慣が定着していることがうかがえます。家庭でのコミュニケーションが
様々な問題の早期発見、早期解決につながっていきます。 

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 

「している」「どちらかといえば、している」の割合（％） 

ほとんどの児童生徒が同じくらい

の時刻に起きている 

 

 

家で学校の出来事を話す児童生徒

が多い 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

家の人（兄弟姉妹除く）と学校での
出来事について話をしていますか 
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地域の行事等に参加している

児童生徒が多い 

 

 

 

 

 

（１）自己肯定感、自己有用感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（２）将来に関する意識      （３）地域との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

今住んでいる地域の行事に参加していますか 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

自分には、よいところがあると

思っている児童生徒が多い 

 

 

 

自分には、よいところがあると思いますか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

授業や諸活動において、児童生徒一

人一人が活躍できる場や他者から認

められる場を意図的に設定するなど、

「居場所づくり」「絆づくり」へ向け

た取組を学校全体で共通実践してい

くことが大切です。 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

 
 他者を思いやる心が醸成されてい

る様子がうかがえます。引き続き、

児童生徒が主体的に取り組む協働的

な学び等を通して、好ましい人間関

係づくりに努めることが大切です。 

人の役に立つ人間になりたいと

思っている児童生徒が多い 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

 

夢や目標をもっている児童生徒

が多い 

 

将来の夢や目標を持っていますか 

 各学校において、ふるさと教育を基

盤としたキャリア教育の充実が図ら

れ、自分の夢や目標へ向け、粘り強く

努力し続ける姿勢や様々な知識等を得

ようとする意欲につながっています。 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

小・中学校ともに全国平均を１０P

以上、上回っています。地域や社会に

対する関心と地域や社会に関わろう

とする意欲の高まりがうかがえます。 
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（４）社会に対する興味・関心  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）きまり・規範      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

地域や社会への興味・関心が高ま

っている 

  小学校では「ふるさと学習交流会」、
中学校では「能代っ子中学生ふるさと
会議」を開催しています。こうした取
組を始めとした各小・中学校における
ふるさと・キャリア教育の充実が成果
を上げています。 

地域や社会をよくするために何をすべきか
を考えることがありますか 

 

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校

小学校

能代市

能代市

全国

全国

0 20 40 60 80 100

中学校
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児童生徒が集団の向上へ向けた努

力の過程、目標の達成への貢献を通し

て、規範意識や他者への思いやりの心

と態度を身に付けられるよう、適切な

指導・援助に努めることが大切です。 

 道徳科や特別活動等で、いじめに関わる

問題を取り上げたり、児童生徒主体でのい

じめ防止の取組を推進したりして、いじめ

を許さない・いじめが起きない学校の風土

づくりに努めることが大切です。 

「いじめはどんな理由があってもい

けない」と思っている児童生徒が多い 

学校のきまりを守っていますか 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の割合（％） 

いじめは、どんな理由があっても 
いけないことだと思いますか 

学校のきまりを守って生活して 

いる児童生徒が多い 

 


